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地域通学
合宿

地域通学
合宿

心豊かにたくましく！

　
田
久
と
三
郎
丸
の
２
地
区
で

取
り
組
ん
で
い
る
通
学
合
宿

が
、
昨
年
９
月
か
ら
10
月
に
か

け
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
通
学
合
宿
と
は
、
子
ど
も
た

ち
が
学
校
に
通
い
な
が
ら
、
地

域
の
公
民
館
な
ど
の
施
設
を
利

用
し
て
、
一
定
期
間
、
異
年
齢

の
集
団
の
中
で
共
同
生
活
を
営

み
、
日
常
生
活
で
の
作
業
を
自

力
で
や
り
遂
げ
る
体
験
活
動
で

す
。
実
体
験
を
重
視
し
た
教
育

と
し
て
、
学
校
・
家
庭
・
地
域

で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
田
久
区
で
は
、
９
月
５
日
〜

同
11
日
の
６
泊
７
日
、
三
郎
丸

区
で
は
、
９
月
28
日
〜
10
月
２

日
の
４
泊
５
日
、
そ
れ
ぞ
れ
の

公
民
館
で
開
催
。活
動
内
容
は
、

料
理
（
朝
食
や
夕
食
の
準
備
、

買
い
出
し
な
ど
）、
掃
除
、
洗

濯
、
ド
ラ
ム
缶
風
呂
、
星
空
観

察
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
テ
ン
ト

泊
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

【
参
加
者
の
感
想
】

▽
最
初
は
で
き
な
い
と
思
っ
た

こ
と
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

人
た
ち
と
協
力
し
て
や
る
と

で
き
た
。
学
ん
だ
こ
と
が

い
っ
ぱ
い
あ
っ
た
（
児
童
）

▽
み
ん
な
と
協
力
し
て
食
事
を

作
っ
た
け
ど
、
買
い
出
し
の

分
量
が
と
て
も
難
し
か
っ
た

（
児
童
）

▽
大
人
が
行
動
す
る
よ
り
、
子

ど
も
た
ち
を
促
す
だ
け
で
た

く
さ
ん
の
こ
と
が
プ
ラ
ス
に

な
り
、
お
互
い
に
学
べ
る
と

い
う
こ
と
を
感
じ
た
。
地
域

の
み
な
さ
ん
と
笑
顔
で
話
せ

た
の
が
う
れ
し
か
っ
た
（
学

生
ス
タ
ッ
フ
）

▽
子
ど
も
を
育
て
る
地
域
の
底

力
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

時
に
は
親
が
手
を
離
し
、
異

年
齢
の
中
で
交
流
す
る
こ
と

で
、
子
ど
も
が
大
き
く
成
長

で
き
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
れ

を
見
る
こ
と
が
で
き
た
（
地

域
ス
タ
ッ
フ
）

■
問
い
合
わ
せ
先

市
地
域
通
学
合
宿
実
行
委
員

会
事
務
局
（
子
ど
も
課
内
）

☎
（
36
）
１
２
１
４

買い物に苦労する児童たち（田久）

ドラム缶風呂に入る児童たち（三郎丸）

　「
南
郷
小
学
校
１
０
０
周
年

記
念
式
典
」が
昨
年
11
月
14
日
、

同
校
の
体
育
館
で
開
か
れ
、
谷

井
博
美
市
長
を
は
じ
め
、
在
校

生
、
卒
業
生
、
保
護
者
ら
約
５

０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
同
校
は
、
１
９
１
０
（
明
治

43
）
年
に
宮
田
小
学
校
と
野
坂

小
学
校
が
合
併
し
、
原
町
に
開

校
。
１
９
１
７
（
大
正
６
）
年

に
は
、
優
秀
な
学
校
に
与
え
ら

れ
る
旌
表
旗（
せ
い
ひ
ょ
う
き
）

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
画
家
の
中
村
研
一
・
琢
二
兄

弟
や
大
相
撲
の
沖
ツ
海
ら
を
輩

出
す
る
な
ど
、
現
在
ま
で
に
約

７
８
０
０
人
の
卒
業
生
を
送
り

出
し
て
い
ま
す
。

　
式
典
で
は
、
久
家
房
子
校
長

の
あ
い
さ
つ
の
後
、
写
真
で
１

０
０
年
の
歴
史
を
紹
介
。
続
い

て
、
在
校
生
２
１
２
人
が
「
百

年
の
輝
き
を
、
今
」
を
テ
ー
マ

に
、
同
校
の
歴
史
に
感
謝
の
気

持
ち
を
込
め
て
記
念
発

表
を
し
ま
し
た
。

　「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
、
祭

り
だ
」
の
声
が
体
育
館

に
響
き
、
太
鼓
ク
ラ
ブ

の
力
強
い
太
鼓
で
、
５

年
生
が
作
っ
た
許
斐
山

の
お
み
こ
し
が
登
場
。

続
い
て
南
郷
の
四
季
を

１
〜
４
年
生
ま
で
が
、

「
春
が
来
た
」「
ま
っ
か

な
秋
」
の
合
唱
や
、「
あ

め
」「
積
も
っ
た
雪
」
の

詩
を
朗
読
。
６
年
生
は
総

合
的
な
学
習
で
、
南
郷
の

歴
史
や
文
化
、
人
物
を
調

べ
た
「
南
郷
再
発
見
」
を

披
露
。
児
童
た
ち
の
発
表

に
大
き
な
拍
手
が
わ
き
起

こ
り
ま
し
た
。
最
後
は
参

加
者
全
員
で
「
校
歌
」
を

歌
い
、
会
場
い
っ
ぱ
い
に

歌
声
が
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
校
庭
に
は
記
念
碑
を

設
置
。
除
幕
式
で
、
鮮
や
か
な

金
文
字
「
百
年
の
輝
き
、
時
を

つ
な
い
で
」
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。
記
念
碑
の
文
字
を
デ
ザ
イ

ン
し
た
の
は
、
１
９
６
６
（
昭

和
41
）
年
度
の
卒
業
生
で
、
テ

レ
ビ
ド
ラ
マ
の
題
字
な
ど
も
書

く
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
活
躍
中

の
中
村
真
理
子
さ
ん
。「
こ
の

言
葉
を
聞
い
た
時
、
い
い
言
葉

だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
未
来
に

つ
な
が
る
よ
う
に
と
思
い
を
込

め
て
書
き
ま
し
た
。
う
れ
し
さ

と
感
動
で
い
っ
ぱ
い
で
す
」
と

笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

（
市
民
記
者
　
岩
元
賢
一
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　
南
郷
小
学
校

☎
（
36
）
２
５
１
３

南郷の四季を歌と詩に乗せて
発表する児童たち

記念碑の文字をデザインした
中村さん

　「赤間宿ジュニアボランティアガイドになろう」をテーマに総合的な学習に取
り組む赤間小６年の児童が昨年11月、赤間宿観光ボランティアガイド６人を招
き、ガイドとしての知識や技能を磨きました。
　社会科の授業で初めて歴史を学んだ児童た
ち。もっと歴史や伝統あるものへの関心を深
めようと、地元・赤間宿のジュニアボラン
ティアガイドに取り組むことになりました。
この日まで、赤間宿に関する人物や建物、商
店や行事などを調べ、赤間宿の知識や良さを
学びました。今回は、ガイドのリハーサルと
して赤間宿観光ボランティアガイドのみなさ
んに披露し、自分たちに足りない所を改善す
ることが目的です。
　赤間宿の通りに見たてた教室横の廊下で、
建物や人物を紹介するジュニアボランティア
ガイドたち。今まで学んだことを一生懸命に
披露します。説明を聞いた出光莞爾（かんじ）
さん（67歳）は、「よく調べていますね。でも、
観光にはおじいちゃんやおばあちゃんも来ま
す。もっとゆっくり大きな声で話すと相手に
伝わりますよ」とアドバイス。児童たちも熱
心にメモを取りました。
　リハーサルを終えた上野千裕さん（12歳）は、「ますます赤間宿に興味がわ
きました。もっと勉強したい」。持田優樹くん（12歳）も、「ちょっと緊張しま
した。もっと調べてわかりやすいガイドになりたい」と意欲的でした。
　６年３組の担任・中山知美教諭は、「どこかで学習の成果を披露できたらいい
なと思っています。子どもたちには、この学習を通して地域に誇りを持ってほ
しいですね」と話してくれました。今後の活躍が楽しみです。

■問い合わせ先　赤間小学校　☎（32）３０２９

赤間宿のガイドをする児童たち

出光さん（右端）の
アドバイスを聞く児童たち

南
郷
小
学
校

創
立
１
０
０
周
年
を
祝
う

南
郷
小
学
校

創
立
１
０
０
周
年
を
祝
う

百
年
の
輝
き
、時
を
つ
な
い
で

赤間小学校６年生が挑戦

赤間宿ジュニアボランティアガイド赤間宿ジュニアボランティアガイド
地域に誇りを持って


